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▼９月27日から29日まで、徳山
港開港 90周年を記念して、日本
唯一の砕

さい

氷
ひょう

艦
かん

（南極観測船）「し
らせ」が徳山港晴海ふ頭に寄港 
しました。▼寄港中は好天にも 
恵まれ、一般公開は多くの家族 
連れでにぎわいました。
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周南市議会だより

　８月24日、第５回臨時会を開催し、昨年発生した
リサイクルプラザの火災復旧工事費を約 2,730 万円
減額する議案を審議しました。
　工事費が減額となった主な理由は、想定してい
た状況よりも被害が軽かったことや鉄骨の歪

ひず
みが

小さく復旧作業数が減ったことによるものです。
　議案の審議結果は、次のとおりです。

第５回臨時会の概要

可決（全会一致）◆工事請負契約の一部変更
　（リサイクルプラザ火災復旧工事（その２））

議案の審議結果

リサイクルプラザ火災復旧工事費を減額

■電気ケーブル発火事故
　昨年 10 月に発生したリサイクルプラザの火災に
伴う復旧工事が進められている中、７月 24 日に発
生した２階電気室のケーブル発火事故について報
告がありました。報告で市は、今回の事故は、施工
業者のボルト締め付けが不十分であったことが発
火の原因であると説明しました。

■落雷による自動散水消火設備制御盤の故障
　８月 11日未明の落雷により誘導雷が発生し、施
設の２階に設置されている自動散水装置（スプリ 
ンクラー）が故障し、誤作動したことについて報告
がありました。報告で市は、故障した自動散水装置
の修理に約１カ月半を要するため、その間、土・日 
や夜間は警備員を配置すること。また、こうした誘
導雷に対する効果的な対策が確立されていないた
め、早急に対策を講じるとの説明がありました。

リサイクルプラザのケーブル等の発火事故

行政報告

　市の中心部を巡回する「街なかふれあいバス」は 
今年度末をもって廃止するとの報告がありまし 
た。報告で市は、廃止する主な理由として、利用者
が減少し費用対効果が見込めなくなったこと、中
心市街地に駐車場が増え巡回バスの存在意義がな
くなったことなどを挙げました。また、10 月から 
は、特に利用者の少ない日曜、祝日をやめ、水・金・土 
曜日の運行のみとするとの説明がありました。

街なかふれあいバス運営事業――今年度で廃止

　第 6 回定例会を 9 月 4 日から 21 日までの 18 日
間開催し、市長提出議案、委員会提出議案、請願・
陳情を審議したほか、一般質問を行いました。

定例会の主な日程

 用語の説明　※誘導雷
　落雷によりその周辺の電磁界が大きく乱れることで発生 
する。この誘導雷により周辺に敷設されている電線などに 
誘導電流が発生し、その電流が建物内に入り込むと電気製 
品を破損させることがある。

　

今
定
例
会
は
、
補
正
予
算
、
企

業
会
計
決
算
を
は
じ
め
、（
仮
称
）

学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
伴

う
公
民
館
条
例
等
の
一
部
改
正 

等
の
ほ
か
、
徳
山
駅
南
側
の
浸
水

対
策
等
に
関
す
る
陳
情
や
６
月 

定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て 

い
た
請
願
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、20
議
案
を
同
意
・

可
決
・
認
定
し
、
請
願
を
不
採
択
、

陳
情
を
一
部
採
択
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は

　

全
会
一
致
で
可
決

　　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽 

の
設
置
補
助
金
と
し
て
１
０
０
基 

分
を
追
加
す
る
た
め
に
９
２
５
０ 

万
円
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
不ふ

活か
つ

化か

ワ
ク
チ
ン
導
入
に
伴
う
予
防
接

種
事
業
費
に
約
３
２
４
０
万
円
、 

去
る
８
月
11
日
の
豪
雨
災
害
に
伴 

第
６
回
定
例
会
の
概
要

第
６
回
定
例
会
の
概
要

市長提出議案
　○提案説明、質疑、委員会付託

9 月 4 日 / 本会議

行政報告：6日
　○ 市議選一般選挙における当選の効力に関する 
審査の申立てに対する裁決結果について

一般質問 (23 人 )：6 日～ 11 日

陳情：11 日
　○委員会付託

9 月 6 日～11 日 / 本会議

付託議案・請願・陳情の審査、所管事務調査
9 月 12 日～14 日 / 常任委員会

委員会提出議案（会議規則の一部改正）
　○提案説明、質疑、討論、表決
行政報告
　○健全財政推進計画の進捗状況について
市長提出議案（平成 23 年度決算認定議案）
　○提案説明、質疑、委員会付託
市長提出議案、請願・陳情
　○委員長報告、質疑、討論、表決
環境建設委員会の中間報告
　○道の駅設営に関する調査

9 月 21 日 / 本会議

※

２



周南市議会だより平成24 年11 月15 日 第６回定例会［定例会の概要］

う
災
害
復
旧
事
業
費
に
５
４
７
２ 

万
円
な
ど
総
額
13
億
４
７
８
９
万

円
の
増
額
補
正
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
企
業
会
計

　

決
算
を
認
定

　
■
水
道
事
業
会
計
の
決
算

　

討
論
で
は
、「
夜
市
・
戸
田
・
湯
野 

水
道
の
不
採
算
事
業
に
一
般
会 

計
か
ら
繰
り
入
れ
が
な
い
こ
と
。 

徳
山
・
新
南
陽
の
簡
易
水
道
事
業 

は
繰
り
出
し
基
準
以
外
の
繰
り 

入
れ
が
な
い
こ
と
。
大
津
島
海
底

送
水
管
の
建
設
は
一
般
会
計
の 

事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、 

元
利
償
還
の
２
分
の
１
し
か
繰 

り
入
れ
が
な
い
こ
と
。
こ
れ
ら
は 

す
べ
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入 

れ
を
す
べ
き
で
あ
り
、
一
般
会
計 

で
負
担
し
な
い
分
は
水
道
料
金 

で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
」 

と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
剰 

余
金
の
処
分
を
可
決
し
、
決
算
を 

認
定
し
ま
し
た
。

■
徳
山
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

　

事
業
会
計
の
決
算

　

討
論
で
は
、「
利
益
剰
余
金
処 

分
の
額
の
う
ち
、
建
設
改
良
積
立

金
へ
１
億
４
０
０
０
万
円
余
り 

を
、
ま
た
、
一
般
会
計
へ
３
０
０ 

０
万
円
を
繰
り
出
す
決
算
と
し
て

い
る
。
現
在
、
景
気
低
迷
中
で 

厳
し
い
運
営
を
さ
れ
る
中
、
こ
の

成
果
は
大
変
評
価
さ
れ
る
べ
き 

も
の
で
あ
る
。
今
後
も
厳
し
い
運

営
状
況
が
予
測
さ
れ
る
中
、
電
話

投
票
や
『
す
な
っ
ち
ゃ
徳
山
』
な

ど
の
新
し
い
柱
と
な
る
収
益
源 

を
は
じ
め
、
今
後
の
動
向
を
見
極

め
、
し
っ
か
り
と
収
益
体
制
を
確

保
し
、
周
南
市
の
財
政
向
上
に
貢

献
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
賛

成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
剰

余
金
の
処
分
を
可
決
し
、
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

請
願
は
不
採
択

　

陳
情
は
一
部
採
択

　
■
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
ず

　

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

を
求
め
る
請
願

　

討
論
で
は
、「
伊
方
原
発
の
事 

故
が
あ
れ
ば
、
周
南
市
が
避
難
地

区
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ

の
と
き
は
地
域
の
自
然
が
壊
れ
、

社
会
が
機
能
を
失
い
、
す
べ
て
の

産
業
が
停
止
し
、
市
民
の
人
間
的

生
活
が
保
て
な
い
と
い
う
事
態 

も
あ
り
得
る
。
伊
方
原
発
の
再
稼

働
を
阻
止
し
、
廃
炉
を
求
め
る
こ

と
は
喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
」
と
の

賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
■
徳
山
駅
南
側
の
産
業
道
路
周
辺

　

地
域
の
浸
水
・
洪
水
の
防
止
と

　

徳
山
駅
南
北
地
下
道
の
存
続
に

　

関
す
る
陳
情

　

討
論
で
は
、
浸
水
・
洪
水
の
防

止
に
つ
い
て
、「
30
年
来
、
駅
南
側 

は
雨
水
に
よ
る
浸
水
と
満
潮
が 

重
な
る
た
め
に
起
き
る
下
水
道 

の
逆
流
現
象
に
悩
ま
さ
れ
続
け 

て
き
た
。
こ
う
し
た
長
年
の
浸
水

問
題
の
早
期
解
決
を
望
む
地
域 

の
声
は
切
実
で
あ
る
」
と
の
賛
成

意
見
が
、
一
方
、
南
北
地
下
道
の

存
続
に
つ
い
て
、「
現
在
進
行
中 

の
駅
周
辺
整
備
事
業
の
抜
本
的 

な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
地
下

道
の
存
続
は
困
難
で
あ
る
」
と
の

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
徳
山
駅
南
側
の

産
業
道
路
周
辺
地
域
の
浸
水
・
洪

水
防
止
に
つ
い
て
は
全
会
一
致 

で
採
択
し
、
徳
山
駅
南
北
地
下
道

の
存
続
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数 

で
不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

　５月 27 日に執行された周南市議会議員一般選 
挙において、市選挙管理委員会（以下「市選管」と 
いう。）の決定を県選挙管理委員会（以下「県選 
管」という。）が最下位当選の無効と裁決した件
について、９月６日の本会議で行政報告があり 
ました。
　報告で西村幸昌選挙管理委員会委員長は、審 
査申し立ての裁決までの経緯を説明し、民主主 
義の根幹にかかわることであり絶対に許されな 
いこととして、今回の開票作業のミスについて 
陳謝しました。

■疑問票の判断基準
　主な質疑として、「市選管が無効票としたもの
を県選管が有効票としたことについてどう考え 

ているか」との問いに対し、「県選管は有効票と
したが、市選管としては自信を持って無効票と 
判断したものである」との答弁でした。

■今後の市選管の対応
　主な質疑として、「自信を持って無効票と判断
したのなら、県選管の裁決に対し、市選管として
不服申し立てしないのか」との問いに対し、「県
選管の裁決結果に対し、市選管が不服を申し立 
てる制度はない。今後、県選管に対し何ができる
かを検討してみたい」との答弁でした。

■今後の再発防止策
　「今後の再発防止策は」との問いに対し、「選管
委員等で組織する市議選混入票調査委員会を立 
ち上げた。また、その結果を受け、新たに改善委
員会を設置し、抜本的な開票事務の見直しを図 
る」との答弁でした。

行政報告
正確でスムーズな開票作業に向けて

３
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４

駅
南
の
浸
水
・
洪
水
の
防
止

県
と
の
早
急
な
協
議
で
対
策
を

　

徳
山
駅
南
側
の
産
業
道
路
周 

　

辺
地
域
の
浸
水
・
洪
水
の
防
止

　

と
徳
山
駅
南
北
地
下
道
の
存
続

　

に
関
す
る
陳
情

　　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
陳
情
者

を
参
考
人
招
致
し
、
願
意
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

陳
情
者
に
対
す
る
主
な
質
疑
と 

し
て
、「
地
下
道
で
な
く
て
も
、
ほ 

か
に
通
路
と
し
て
使
え
る
所
が
あ

れ
ば
い
い
の
か
」
と
の
問
い
に 

対
し
、「
既
存
の
地
下
道
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
す
る
の
が
利
用
価 

値
が
増
え
て
よ
い
」
と
の
答
弁
で

し
た
。

　

次
に
、
執
行
部
へ
の
主
な
質
疑

と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
の
浸
水
対 

策
は
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
平
成 

15
年
に
産
業
道
路
の
南
側
に
排 

水
用
の
側
溝
を
設
置
し
、
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
。
８
月
11
日
の
集

中
豪
雨
は
想
定
を
越
え
た
雨
量 

が
あ
り
、
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
。」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
地
下
道
は
閉
鎖
せ
ず
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
き
な
い
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、「
南
北
自
由

通
路
が
線
路
上
空
に
で
き
、
し
か

も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
。
地
下

道
を
車
い
す
対
応
に
す
る
に
は
基

本
計
画
の
根
本
的
な
見
直
し
が
必

要
に
な
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、「
徳
山
駅
南
側

の
産
業
道
路
周
辺
地
域
の
浸
水
・

　

 

伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
ず 

廃
炉
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

　

こ
の
請
願
は
、
６
月
定
例
会
の

企
画
総
務
委
員
会
で
審
査
し
ま 

し
た
が
、
判
断
材
料
が
不
足
し
て

お
り
、
国
の
動
向
が
見
え
な
い
状

況
か
ら
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

伊
方
原
発
に
関
す
る
請
願
は
不
採
択

 

議
論
を
い
っ
た
ん
白
紙
へ

委員会レポート委員会レポート
（その１）（その１）

伊
方
原
発
全
３
基
の
運
転
差
し
止

め
訴
訟
中
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

事
実
を
考
え
た
と
き
、
議
会
と
し

て
、
こ
の
請
願
に
賛
成
と
い
う
の

は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
立
場

で
反
対
す
る
」
と
の
意
見
。

　

ま
た
、「
こ
の
３
カ
月
、
現
地
、

国
策
も
含
め
て
大
き
な
動
き
は
な

く
、
前
回
疑
問
点
に
な
っ
た
と
こ

ろ
も
明
確
に
示
せ
る
状
態
で
は
な

く
、
今
後
も
継
続
と
い
う
手
法
も

あ
る
が
、
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
す

と
い
う
形
で
不
採
択
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
賛
成
討
論

洪
水
の
防
止
」
に
関
わ
る
部
分
は

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の 

と
決
定
し
、「
今
後
、
県
と
の
協

議
を
早
急
に
進
め
、
対
策
を
講
じ

る
よ
う
市
に
要
望
す
る
」
と
の
意

見
を
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
徳
山
駅
南
北
地
下
道

の
存
続
」
に
関
わ
る
部
分
は
、
徳

山
駅
周
辺
事
業
全
体
の
抜
本
的 

な
見
直
し
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
全

会
一
致
で
不
採
択
す
べ
き
も
の 

と
決
定
し
、「
今
後
、
地
域
住
民

へ
の
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
果 

た
す
よ
う
市
に
要
望
す
る
」
と
の

意
見
を
付
し
ま
し
た
。

企画総務委員会

　

委
員
会
で
は
質
疑
な
く
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

■
反
対
討
論

　
「
趣
旨
に
は
一
定
の
理
解
を
す 

る
が
、
地
元
の
伊
方
町
長
、
愛
媛

県
知
事
、
隣
接
す
る
高
知
県
知
事

は
国
に
安
全
性
の
確
認
や
責
任
あ

る
説
明
、
再
稼
働
要
請
が
な
い
時

点
で
は
議
論
で
き
な
い
と
い
う
コ

メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

　
「
技
術
的
な
面
、
原
子
炉
の
形
、

安
全
と
い
う
よ
う
な
専
門
的
な 

こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
稼
働
を

再
開
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険 

な
状
態
で
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
の

大
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る
時 

期
で
も
あ
る
。
実
は
、
四
国
は
夏

の
電
力
が
一
番
余
っ
て
お
り
、
節

電
も
そ
れ
ほ
ど
騒
が
れ
て
い
な 

い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、

ぜ
ひ
請
願
を
受
け
止
め
た
い
と 

い
う
こ
と
で
賛
成
す
る
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

大
雨
で
歩
道
が
冠
水
し
、
下
水
道
が

逆
流
す
る
こ
と
も
あ
る
。（
千
代
田
町
） 環境建設委員会

９
月
１
日
号
の
企
画
総
務
委
員
会
の
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
の
記
事
で
、「
賛
成

多
数
で
否
決
」
と
し
て
い
た
の
は
、「
賛
成
少
数
で
否
決
」
の
誤
り
で
し
た
。

【訂正】

各常任委員会における議案の審査状況です。
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桜
田
中
学
校
の
体
育
館
は

来
年
８
月
に
完
成
予
定

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
を

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（
桜
田
中
学
校
屋
体
改
築
主
体
工
事
）

　　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
落
札
率 

は
い
く
ら
か
」
と
の
問
い
に
対 

し
、「
落
札
率
は
86
・
５
％
で
あ 

る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
施
工
管
理
は
ど
う 

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

他
工
事
を
合
わ
せ
た
屋
体
工
事 

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
議
会
運
営

費
に
つ
い
て
、「
議
会
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
は
、
生
中
継
と
録
画

放
映
が
あ
る
の
か
」
と
の
問
い
に

対
し
、「
両
方
を
考
え
て
お
り
、
録

画
放
映
は
編
集
が
あ
る
の
で
、
３

〜
４
日
後
の
配
信
で
最
長
12
年 

全
体
の
事
業
費
は
い
く
ら
か
」 

と
の
問
い
に
対
し
、「
施
工
管
理 

は
基
本
的
に
市
の
建
築
課
職
員 

が
行
う
。
ま
た
、
主
体
工
事
の
ほ

か
、
機
械
設
備
、
電
気
設
備
、
解 

体
工
事
な
ど
事
業
費
は
予
算 

ベ
ー
ス
で
約
４
億
１
０
０
０
万 

円
で
あ
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

の
保
存
が
可
能
と
聞
い
て
い
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
検
索
し
な
が
ら
、
見 

た
い
部
分
だ
け
が
見
ら
れ
る
の 

か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は
、
見
た
い 

部
分
が
瞬
時
に
見
ら
れ
る
こ
と

が
一
つ
の
利
点
で
あ
り
、
こ
れ 

を
活
用
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
開 

か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
し
て
い 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
、
瞬
時
に

見
た
い
場
面
を
視
聴
で
き
る
。

来
年
８
月
完
成
予
定
の
桜
田
中
学
校

の
体
育
館
（
イ
メ
ー
ジ
図
）

　

 

公
民
館
条
例
等
の
一
部
改

正
等

　　

平
成
27
年
度
の
（
仮
称
）
学

び
・
交
流
プ
ラ
ザ
の
供
用
開
始 

に
向
け
、
新
南
陽
公
民
館
や
体 

育
館
等
を
本
年
11
月
末
を
も
っ 

て
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
を
改 

正
ま
た
は
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
新
南
陽

公
民
館
が
解
体
さ
れ
て
な
く
な

る
が
、
現
在
の
職
員
は
ど
こ
で 

執
務
を
行
う
の
か
」
と
の
問
い 

に
対
し
、「
新
南
陽
総
合
支
所
に

執
務
室
を
確
保
す
る
予
定
で
あ

き
た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
に
、
周
南
市
誕
生
10
周
年
記

念
事
業
費
に
つ
い
て
、「
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
公

募
を
実
行
委
員
会
に
お
願
い
し
て

い
る
が
、
費
用
対
効
果
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
」
と
の
問
い

に
対
し
、「
合
併
し
て
10
年
を
一 

つ
の
区
切
り
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
お
祝
い
を
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
記
念
事
業
を
進
め

て
お
り
、
記
念
式
典
は
開
催
す
る

が
、
経
費
的
に
は
抑
え
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
に
、
予
防
接
種
事
業
費
に
つ

る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、
供
用
開
始
ま
で
の
間
、

代
替
施
設
は
準
備
で
き
て
い
る 

の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
公

民
館
で
は
常
時
74
団
体
が
活
動 

し
て
い
る
が
、
新
南
陽
ふ
れ
あ 

い
セ
ン
タ
ー
に
28
団
体
、
新
南 

陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
13
団 

体
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
調
整 

で
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
団
体
に

よ
っ
て
は
自
主
的
に
代
替
場
所 

を
探
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
」 

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決 

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

い
て
、「
省
令
の
改
正
で
９
月
１ 

日
か
ら
、
ポ
リ
オ
の
定
期
予
防
接

種
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
不ふ

活か
つ

化か

ワ
ク
チ
ン
と
な
っ
た
が
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
と
は
何
か
」
と
の

問
い
に
対
し
、「
生
ワ
ク
チ
ン
と

は
、
生
き
た
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
の

毒
性
を
弱
め
た
も
の
。
一
方
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
ポ
リ
オ
ウ

イ
ル
ス
を
無
毒
化
し
、
免
疫
を
誘 

導
す
る
た
め
に
必
要
な
成
分
だ 

け
を
取
り
出
し
て
つ
く
っ
た
も 

の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予算決算委員会 教育福祉委員会
　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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議案等の議決結果

報　　告： 平成 23年度光地域広域水道企業団水道用水供給事業継続費精算報告書の提出 
平成 23年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について

議会報告： 例月出納検査の結果について（１件）、定期監査報告について（２件）、 
平成 24年度（平成 23年度対象）教育委員会点検・評価報告書の提出について

●
12
月
定
例
会
の
日
程
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
【
12
月
定
例
会
の
予
定
】
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

◆
本
会
議
を
生
放
送
し
ま
す
。　
　

 

Ｃ
Ｃ
Ｓ･･･

デ
ジ
タ
ル
１
２
２
ｃ
ｈ
ま
た
は
デ
ジ
ア
ナ
11
ｃ
ｈ 

Ｋ
ビ
ジ
ョ
ン･･･

デ
ジ
タ
ル
１
２
３
ｃ
ｈ　
　
　

メ
デ
ィ
ア
リ
ン
ク･･･

デ
ジ
ア
ナ
５
ｃ
ｈ 

・ 

９
ｃ
ｈ

◆
一
般
質
問
の
再
放
送
は
、そ
の
翌
日
午
後
６
時
か
ら
。
再
々
放
送
は
、お
よ
そ
0
日
後
の
午
後
３
時
か
ら
。（
本
会
議
の
生
放
送
と
重
な
る
場
合
は
、本
会
議
終
了
後
）

ビ 放映の
知 らせ

　　　市長提出議案：平成２４年度補正予算 議決結果
◆一般会計補正予算（第３号）⇒ 13億 4,789 万円増額 可決（全会一致）

◆国民健康保険特別会計補正予算（第１号）⇒ 4,048 万 9,000 円増額 可決（全会一致）

◆後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）⇒ 3,963 万 8,000 円増額 可決（全会一致）

◆介護保険特別会計補正予算（第１号）⇒ 2億 8,452 万 2,000 円増額 可決（全会一致）

◆簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）⇒ 377 万 6,000 円減額 可決（全会一致）

◆駐車場事業特別会計補正予算（第１号）⇒ 1,355 万 1,000 円増額 可決（全会一致）

　　　市長提出議案：条例改正など 議決結果
◆人権擁護委員候補者の推薦について⇒大木洋子 氏、實近卓海 氏、山村律子 氏 同意（全会一致）

◆防災会議条例の一部改正⇒災害対策基本法の一部改正に伴う所要の改正 可決（全会一致）

◆災害対策本部条例の一部改正⇒災害対策基本法の一部改正に伴う所要の改正 可決（全会一致）

◆公民館条例等の一部改正等⇒新南陽公民館、新南陽武道館、新南陽体育館、新南陽勤労青少年ホーム、社会文化ホールの解体に伴うもの 可決（全会一致）

◆調停の申立て等について⇒土地の所有権の範囲及び境界を確定させる等のためのもの 可決（全会一致）

◆工事請負契約の締結について⇒桜田中学校屋体改築主体工事（契約金額：2億 9,188 万 9,500 円） 可決（全会一致）

◆動産の買入れについて⇒消防ポンプ自動車（買入れ額：3,549 万円） 可決（全会一致）

◆動産の買入れについて⇒高規格救急自動車（買入れ額：2,830 万 8,000 円） 可決（全会一致）

　　　市長提出議案：平成２３年度決算 議決結果
◆水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 可決及び認定（賛成多数）

◆下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 可決及び認定（全会一致）

◆病院事業会計決算の認定 認定（全会一致）

◆介護老人保健施設事業会計決算の認定 認定（全会一致）

◆徳山モーターボート競走事業会計剰余金の処分及び決算の認定 可決及び認定（全会一致）

◆光地域広域水道企業団水道用水供給事業決算の認定 認定（全会一致）

◆一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定 継続審査

　　　委員会提出議案 議決結果
◆市議会会議規則の一部改正⇒地方自治法の一部改正に伴う所要の改正 可決（全会一致）

　　　陳情・請願ほか 議決結果
◆伊方原発の再稼働を許さず廃炉を求める意見書の提出を求める請願 不採択（賛成少数）
◆徳山駅南側の産業道路周辺地域の浸水・洪水の防止と徳山駅南北地下道の存続に関する陳情 ①採　択（全会一致）

②不採択（賛成少数）②①
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市
民
協
働
の
景
観
形
成
、

感
動
の
景
観
づ
く
り
の 

た
め
に
、
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ

顕
政
会 

坂
本
心
次 

燃
や
せ
る
ご
み
の
処
理 

は
下
松
・
周
陽
・
周
南
の

三
カ
所
の
施
設
で
行
っ
て
い
る

が
、
一
カ
所
に
統
一
し
て
処
理 

コ
ス
ト
を
削
減
す
べ
き
で
は
な 

い
か
。
ま
た
、
現
在
の
ご
み
処
理

コ
ス
ト
と
一
カ
所
に
統
一
し
た 

場
合
の
処
理
コ
ス
ト
は
。

周
南
市
一
般
廃
棄
物
ご 

み
処
理
基
本
計
画
の
方 

顕
政
会 

立
石　

修

新
誠
会 

土
屋
晴
巳

問

答

一般質問は、議案に関係なく市政全般について、市長など 
執行機関の考えや方針を問いただすものです。ここでは、 
質問項目を一つに絞って掲載しています。

（
要
旨
）

ご
み
処
理
施
設
を
一
カ
所

に
統
一
し
て
は
ど
う
か

障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法

律
や
施
策
に
お
け
る
今
年

度
の
改
正
で
、現
場
は
大
変
多
忙

と
な
っ
て
い
る
。次
年
度
に
向
け

て
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業 

所
の
新
規
開
設
や
定
員
の
拡
大 

が
進
み
に
く
い
と
懸
念
さ
れ
る 

が
、市
は
そ
れ
に
向
け
て
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

こ
れ
ら
が
進
ま
な
い
場
合

は
拡
大
の
一
つ
と
し
て
、

ア
ク
テ
ィ
ブ 

岩
田
淳
司  

障
害
者
福
祉
施
策
の

継
続
的
展
開
は
い
か
に

ン
や
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
支 

援
事
業
の
周
知
や
拡
大
を
す
る 

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
櫛
浜
久
米

線
や
周
南
緑
地
公
園
の
景
観
保 

持
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

計
画
の
周
知
、
事
業
の
継

続
を
す
る
。
櫛
浜
久
米
線

は
、
東
の
顔
と
し
て
景
観
に
配
慮

す
る
。
周
南
緑
地
は
、
景
観
を
阻 

害
し
な
い
よ
う
整
備
計
画
を
策 

定
し
、
徳
山
自
動
車
学
校
跡
地 

は
、
当
面
臨
時
駐
車
場
と
す
る
。

潮
音
洞
や
清
流
通
り
な
ど
金
メ 

ダ
ル
を
獲
得
す
る
可
能
性
の
あ 

る
地
域
を
心
に
残
る
景
観
形
成 

に
取
り
組
み
た
い
。

針
に
基
づ
き
、
統
一
に
向
け
て

早
急
に
方
針
決
定
を
図
り
た
い
。 

現
在
の
ご
み
処
理
施
設
費
用
は

総
額
で
11
億
３
０
０
０
万
円
で
、 

恋
路
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
全 

量
処
理
可
能
と
仮
定
し
試
算
す 

る
と
、
本
市
の
負
担
金
は
約
７ 

億
７
０
０
０
万
円
、
年
間
３
億 

６
０
０
０
万
円
の
削
減
と
な
る
。

周
南
会 

友
田
秀
明

富
田
地
区
Ｊ
Ｒ
山
陽
本 

線
以
南
で
は
、
避
難
場
所 

が
と
ん
と
ん
会
館
一
カ
所
し
か

な
い
が
、
ど
う
思
わ
れ
て
い
る

の
か
。
さ
ら
に
建
物
そ
の
も
の

に
問
題
点
は
な
い
か
。
ま
た
、

（
仮
称
）
学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
は
、

避
難
場
所
と
し
て
十
分
に
考
慮

さ
れ
た
設
計
な
の
か
。
避
難
す

る
経
路
は
大
丈
夫
か
。

（
仮
称
）
学
び
・
交
流
プ

ラ
ザ
は
、
防
災
の
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
多
数
の 

避
難
者
の
受
け
入
れ
も
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
以
南
の
地
区 

で
は
、
浸
水
し
た
と
き
は
無
理

に
避
難
し
な
い
で
、
家
の
高
い

所
に
逃
げ
て
救
助
を
待
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

周
南
市
の
災
害
対
策

 

に
つ
い
て
問
う

市
が
直
営
し
運
営
費
を
負
担
し 

て
い
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン 

タ
ー
な
ど
の
委
託
事
業
を
拡
大 

す
る
な
ど
障
害
者
の
通
所
を
確 

保
す
る
。
ま
た
、
新
規
事
業
所
開

設
に
向
け
て
、
資
金
面
や
特
に
人

材
育
成
に
十
分
支
援
し
て
い
く
。

ぬ
く
も
り
の
あ
る
感
動
の

景
観
づ
く
り
を
す
べ
き
で
は

問

問答

問答

一般質問

西
部
道
の
駅
は
安
定
的
・

継
続
的
な
運
営
・
経
営
が

求
め
ら
れ
る
。
道
の
駅
の
命
運

を
握
る
管
理
運
営
体
制
に
つ
い

て
の
市
の
考
え
は
。

現
在
、
西
部
道
の
駅
管
理

運
営
体
制
検
討
協
議
会 

が
設
立
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
前
提
に
検
討
さ
れ

て
い
る
。
道
の
駅
は
公
益
性
と

収
益
性
の
両
面
を
有
す
る
が
、

基
本
的
に
は
収
益
事
業
は
独
立

採
算
に
よ
る
運
営
を
望
ん
で
い

る
。
市
と
し
て
は
、
協
議
会
に
参 

加
い
た
だ
い
て
い
る
公
共
的
団

体
が
中
心
と
な
り
管
理
運
営
組

織
を
設
立
す
る
こ
と
が
理
想
と

考
え
て
い
る
。
早
急
に
方
向
性
を 

決
定
し
た
い
。

道
の
駅
管
理
運
営
体
制
を

早
く
決
め
る
べ
き
だ

問答

平
成
26
年
春
、
オ
ー
プ
ン
予
定
の
西
部
道

の
駅
建
設
予
定
地
（
大
字
戸
田
）

答
Ｋ
ビ
ジ

ン

デ
ジ
タ
ル

２
３
ｃ
　
　
　

メ
デ

ア
リ
ン
ク

デ
ジ
ア
ナ
５
ｃ

 
 

９
ｃ

　
　
　

◆
一
般
質
問
の
再
放
送
は
、そ
の
翌
日
午
後
６
時
か
ら
。
再
々
放
送
は
、お
よ
そ
10
日
後
の
午
後
３
時
か
ら
。（
本
会
議
の
生
放
送
と
重
な
る
場
合
は
、本
会
議
終
了
後
）

　
　
　

◆
定
例
会
期
中
の
委
員
会
審
査
の
様
子
を
２
時
間
に
ま
と
め
た
も
の
を
録
画
放
映
し
ま
す
。
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

テレビ 放
お知 ら
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８

熊
毛
地
区
の
水
道
料
金
に

つ
い
て
、
①
上
水
道
実
現

後
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
②
熊

毛
は
徳
山
地
区
と
は
水
源
が
違 

う
、
光
市
と
共
同
の
浄
水
場
で
あ

る
。
光
市
と
同
じ
料
金
も
あ
る
の 

で
は
な
い
か
。
③
ト
ー
タ
ル
料
金

で
同
じ
と
い
う
の
で
は
な
く
浄
水 

の
製
造
は
光
市
と
共
同
だ
か
ら
、

工
事
費
の
上
乗
せ
分
を
除
い
た
浄

水
の
料
金
は
同
じ
で
は
な
い
か
。

①
市
内
統
一
料
金
が
基
本

で
、
大
体
１
・
３
倍
程
度

に
な
る
。
②
工
事
費
は
光
市
に
み

て
も
ら
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

そ
れ
を
乗
せ
た
料
金
は
違
っ
て 

く
る
。
③
そ
う
い
う
考
え
方
も
あ

り
検
討
中
で
あ
る
。

周
南
会 

伴　

凱
友

小
・
中
学
校
の
い
じ
め
の

現
状
と
取
り
組
み
は
。

減
少
傾
向
だ
が
毎
年
発
生

す
る
た
め
、
２
学
期
か
ら

ど
の
学
校
も
毎
週
ア
ン
ケ
ー
ト 

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て 

い
る
。
方
法
も
内
容
に
よ
っ
て
記

名
式
、
無
記
名
式
と
に
変
え
、
全

職
員
が
情
報
を
共
有
す
る
だ
け 

で
な
く
、
い
じ
め
行
為
自
体
の
抑

止
力
と
し
て
働
く
。
学
校
に
サ
イ

新
卒
高
校
就
職
希
望
者
は

３
３
３
名
（
熊
毛
別
）。
企 

業
の
撤
退
が
相
次
ぎ
、
特
に
女
性

事
務
職
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
造
水
事 

業
化
等
、
新
産
業
の
創
出
及
び
海

外
を
含
め
た
企
業
誘
致
を
積
極 

的
に
進
め
る
中
・
長
期
雇
用
戦
略

策
定
と
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ 

て
は
ど
う
か
。
②
緊
急
対
策
と
し

て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
市
職
員

採
用
、
市
契
約
先
へ
の
依
頼
等 

を
、
特
に
部
長
職
を
中
心
に
展
開

す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

①
雇
用
拡
大
対
策
本
部
は

考
え
て
い
な
い
。
②
１
０ 

０
％
を
達
成
す
る
と
い
う
強
い 

気
持
ち
を
持
っ
て
臨
み
た
い
。

ン
を
出
し
に
く
い
状
況
に
は
、
相

談
電
話
や
臨
床
心
理
士
へ
の
相 

談
窓
口
を
設
置
し
、
学
校
が
中
心

と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
、
必

要
時
は
指
定
校
変
更
や
適
応
指 

導
教
室
へ
入
室
可
能
で
あ
る
。
出

席
停
止
は
規
則
に
あ
る
が
一
度 

も
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

周
南
会 

長
谷
川
和
美

島
津
幸
男

市
有
遊
休
地
や
山
林
で
20

年
間
の
賃
貸
で
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所
誘
致
に
適
応
で
き
る

土
地
資
産
は
な
い
か
。「
入い

る
を

量は
か
る
」
政
策
的
判
断
が
必
要
だ
。

特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
化 

に
加
え
後
継
者
も
な
く
放
っ
て
お 

け
ば
、
農
地
が
二
、三
年
で
無
残

な
山
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い 

う
所
は
数
世
帯
共
同
で
も
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
誘
致
は
年
金
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
に
な
る
。
周
南
市
農
政
と

し
て
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
。

大
変
有
意
義
で
ホ
ッ
ト
な

提
案
だ
が
、
今
直
ち
に
使

え
る
土
地
は
な
い
。
農
地
へ
の
誘

致
は
土
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
の
に
有

効
で
あ
る
の
で
調
査
研
究
す
る
。

参
輝
会 

長
嶺
敏
昭

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
誘
致

に
政
策
的
判
断
を
示
せ

い
じ
め
の
現
状
と

 

取
り
組
み
は

我
が
周
南
に
雇
用
戦
略
、

 

特
に
新
卒
の
全
員
就
職
を

熊
毛
の
上
水
道
実
現
後
の

水
道
代
は
ど
う
な
る
の
か

め
る
が
、
市
長
選
挙
時
の
イ 

メ
ー
ジ
と
の
乖か
い

離り

は
否
め
な
い
。

ど
の
よ
う
な
状
況
や
経
過
で
判

断
に
達
し
た
の
か
。

市
長
就
任
前
は
今
あ
る 

駅
ビ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア 

ル
の
整
備
と
考
え
て
い
た
が
、

そ
れ
は
南
北
自
由
通
路
と
橋
上

駅
舎
と
駅
ビ
ル
の
解
体
が
セ
ッ

ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
断
念
し
た
。

周
南
市
の
玄
関
口
で
も
あ
り
景

観
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
慎
重

に
対
応
し
て
き
た
。
６
月
の
駅

ビ
ル
跡
地
活
用
方
針
検
討
会
の

意
見
、
９
月
の
商
工
会
議
所
の

要
望
を
踏
ま
え
、
熟
慮
に
熟
慮

を
重
ね
総
合
的
に
判
断
し
た
。

問答

問

問

答

答

問答

答現
在
の
徳
山
駅
ビ
ル
は
、
平
成
27
年
以
降

解
体
さ
れ
、
新
駅
ビ
ル
を
整
備
す
る
予
定

新
庁
舎
建
て
替
え
は
は
っ

き
り
言
わ
れ
る
が
、
駅
ビ

ル
建
設
方
針
が
は
っ
き
り
し
な 

新
駅
ビ
ル
を
整
備
す
る 

方
向
性
を
明
確
に
示
さ 

れ
た
。
市
長
の
決
断
と
受
け
止 

刷
新
ク
ラ
ブ 

小
林
雄
二

参
輝
会 

青
木
義
雄

駅
ビ
ル
建
設
方
針
の
明
確
化

と
近
隣
施
設
へ
の
影
響
は

新
駅
ビ
ル
建
設
に
至
る

経
緯
の
説
明
を

い
。
平
成
25
年
に
庁
舎
基
本
計
画

の
策
定
な
ら
、
早
急
に
近
隣
の
公 

共
施
設
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
過 

剰
ま
た
は
過
少
な
投
資
と
な
る
が
。

市
民
の
利
便
性
の
た
め
の

機
能
を
持
つ
施
設
は
必
要

で
、
新
駅
ビ
ル
建
設
の
期
待
も
あ

り
整
備
す
る
考
え
に
至
っ
た
。
市

民
館
は
新
駅
ビ
ル
や
新
庁
舎
の 

建
設
計
画
に
あ
わ
せ
て
廃
止
を 

検
討
し
て
お
り
、
近
隣
施
設
の
方

向
性
が
新
庁
舎
に
盛
り
込
む
機 

能
に
も
影
響
を
与
え
る
。
公
共
施

設
全
体
の
配
置
方
針
を
庁
内
調 

整
会
議
で
早
急
に
調
整
す
る
。

問

問

答
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９

新
誠
会 

清
水
芳
将

こ
れ
ま
で
活
性
化
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
提
案

を
し
て
き
た
が
、
市
か
ら
の
ア
ク

シ
ョ
ン
が
全
く
な
い
。
徳
山
駅
周

辺
整
備
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
よ 

り
、
中
心
市
街
地
を
再
活
性
し
よ

う
と
い
う
意
気
込
み
や
ビ
ジ
ョ
ン

が
本
当
に
市
の
中
に
あ
る
の
か
。

徳
山
駅
周
辺
整
備
事
業 

だ
け
で
な
く
、
歩
車
共
存 

中
心
市
街
地
の
衰
退
を

止
め
る
具
体
的
な
施
策
を

本
市
の
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
の
実
態
は
。
近 

年
、
新
た
な
地
球
温
暖
化
の
気
象

災
害
に
よ
る
二
次
的
災
害
の
現 

象
と
と
ら
え
、
例
年
の
対
応
・
対 

策
が
求
め
ら
れ
る
。
外
出
者
が

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
で
き
る
ク
ー
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
考
え
る

と
き
で
は
な
い
か
。

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３

カ
月
で
市
の
熱
中
症
救
急

搬
送
数
は
、
平
成
22
年
は
74
件
、

公
明
党 

吉
平
龍
司

熱
中
症
予
防
対
策
は
十
分
か

通
学
路
の

 

交
通
安
全
の
確
保
を

公
明
党 

相
本
政
利

本
年
８
月
末
完
了
を
め
ど

に
実
施
し
た
小
学
校
の

「
通
学
路
に
お
け
る
緊
急
合
同
点

検
」
実
施
方
法
と
そ
の
結
果
は
。

７
月
上
旬
ま
で
に
、
保
護

者
の
協
力
を
得
て
通
学 

路
点
検
を
行
っ
た
後
、
学
校
・
市

教
委
・
警
察
・
道
路
管
理
者
等
が 

一
堂
に
会
し
て
現
地
立
会
い
を 

行
い
、
地
図
と
の
照
合
に
よ
る 

場
所
の
確
認
や
危
険
箇
所
の
写 

真
撮
影
を
行
い
な
が
ら
危
険
性 

や
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

今
後
は
11
月
27
日
ま
で
に
、
対 

策
案
の
具
体
的
な
実
施
方
法
・ 

実
施
時
期
・
実
現
可
能
性
等
に 

つ
い
て
、
実
施
結
果
が
学
校
か 

ら
市
教
委
に
報
告
さ
れ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

①
申
し
出
が
あ
れ
ば
住 

み
替
え
を
認
め
て
い
る

が
、
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
診
断 

書
を
取
っ
て
も
ら
い
判
断
し
て

い
る
。
高
齢
化
に
伴
い
判
定
方
法

は
検
討
し
て
い
く
。
②
平
成
17
年 

以
降
、
新
設
の
市
営
住
宅
に
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
基
本
と
し
、
３
階 

建
て
の
住
宅
に
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。
既
存
の 

住
宅
へ
の
設
置
は
物
理
的
に
困

難
な
場
合
が
多
い
が
、
高
齢
社
会 

へ
の
対
応
を
考
慮
し
検
討
し
て

い
く
。

の
社
会
実
験
や
空
き
店
舗
対
策

等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。 

今
年
度
中
の
認
定
を
目
指
す
活

性
化
基
本
計
画
の
中
で
、
今
後

５
年
間
で
行
う
事
業
を
組
み
立

て
中
で
あ
り
、
協
議
会
の
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
積
極
的

に
進
め
た
い
。

平
成
23
年
は
50
件
。
本
年
は
８ 

月
末
現
在
46
件
。
適
切
な
対
処
法 

の
周
知
啓
発
や
公
共
施
設
の

ク
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
な

ど
他
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に

予
防
対
策
を
充
実
し
た
い
。

来
年
２
月
末
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
近
鉄
松
下
百
貨
店

答 問

答 問

問答

①
上
の
階
で
生
活
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
の
対
応 

は
。
②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や 

公
明
党 

金
子
優
子

市
営
住
宅
に
お
け
る

 

高
齢
者
対
策
を

問

参
輝
会 
福
田
文
治

人
口
が
減
少
、
税
収
も
減

少
す
る
中
で
、
事
業
の
費 

用
対
効
果
を
考
慮
し
、
大
型
事 

業
を
極
力
控
え
、
市
民
が
今
、
真

真
に
市
民
が
必
要
と
し
て

い
る
も
の
は
何
か

問

に
必
要
と
す
る
事
業
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
型
事
業
が
今
後
の
本 

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お 

い
て
、
い
ず
れ
も
欠
く
こ
と
の 

で
き
な
い
、
将
来
の
市
民
の
皆 

様
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
市
民
に
と
っ 

て
真
に
必
要
な
施
策
や
事
業
は

何
か
。
重
要
性
と
緊
急
性
、
費
用 

対
効
果
、
事
務
の
効
率
化
な
ど

を
絶
え
ず
し
っ
か
り
と
精
査
・

検
証
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
る
所
存
で
あ
る
。

答

答

住
民
票
や
税
証
明
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
を

公
明
党 

金
井
光
男

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
、
市
が
発
行
す
る
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
す
れ 

ば
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
各
種 

税
証
明
な
ど
を
入
手
で
き
る 

サ
ー
ビ
ス
で
、
市
の
窓
口
が
開
い

て
い
な
い
日
や
時
間
で
も
各
種

証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で 

き
、
市
民
の
利
便
性
向
上
、
収
納

率
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
施
策 

で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

コ
ン
ビ
ニ
端
末
を
利
用
し

た
各
種
証
明
書
等
の
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の 

向
上
に
貢
献
で
き
る
も
の
の
一 

つ
で
、
費
用
対
効
果
の
検
証
、
シ

ス
テ
ム
調
査
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
面 

か
ら
引
き
続
き
調
査
研
究
し
て 

い
き
た
い
。

答 問
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リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
火
災

以
後
の
検
証
と
改
善
に
つ

い
て
、
①
改
善
工
事
費
の
負
担
は
。

②
選
別
作
業
は
改
善
で
き
た
か
。

③
今
後
の
運
転
管
理
な
ど
の
業
務

委
託
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

①
改
善
工
事
費
は
７
０
３ 

５
万
円
で
市
費
の
投
入
は

考
え
て
い
な
い
。
業
者
と
協
議
し

顕
政
会 

古
谷
幸
男

第
５
期
の
介
護
保
険
料

は
、
第
４
期
と
比
較
す
る 

と
約
30
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
。 

所
得
税
や
住
民
税
等
は
累
進
性 

だ
が
、
介
護
保
険
は
所
得
が
少
な

い
人
ほ
ど
負
担
割
合
が
高
い
逆 

進
性
と
な
っ
て
お
り
、
低
所
得
者

に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
市

に
は
今
、
43
億
５
０
０
０
万
円
の

財
政
調
整
基
金
が
あ
る
。
一
般
会

中
村
富
美
子

刷
新
ク
ラ
ブ 

田
村
隆
嘉

顕
政
会 

福
田
健
吾

路
線
バ
ス
の
利
用
者
は
平

成
20
年
度
の
１
７
０
万

市
が
発
注
す
る
公
共
工
事

に
地
元
業
者
を
優
先
し
て

市
道
岳
陽
大
江
線
は
既 

設
の
道
路
で
あ
り
、
国
道

２
号
出
入
り
口
は
道
路
幅
が
３ 

ｍ
と
狭
く
交
通
渋
滞
し
て
い
る
。

こ
の
道
路
の
利
用
者
は
叶
松
団

地
・
勝
間
ヶ
丘
団
地
・
藤
ヶ
台
団

地
、
勝
間
小
児
童
と
多
く
、
３
団

地
３
０
１
世
帯
９
９
６
人
の
生 

活
道
で
あ
る
。
一
日
も
早
い
道
路

拡
張
の
実
現
を
要
望
す
る
。

当
該
道
路
は
合
併
特
例
債

を
活
用
し
、
主
要
生
活
道

路
整
備
事
業
と
し
て
国
道
２
号 

に
接
続
す
る
１
０
０
ｍ
区
間
を 

改
良
す
る
。
昨
年
度
、
地
権
者
の

承
諾
を
得
た
。
今
年
度
中
に
事
業

着
手
し
た
い
。
道
路
幅
員
６
ｍ
で

計
画
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
の

完
成
を
目
標
に
鋭
意
努
力
す
る
。

新
誠
会 

中
津
井　

求

本
市
の
一
体
的
か
つ
均 

衡
あ
る
発
展
を
図
る
た 

め
に
望
ま
し
い
行
政
構
造
と
は 

い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

現
在
、
地
域
の
安
心
安 

全
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
本
庁
舎
の
機

能
を
ど
う
す
る
か
。
あ
わ
せ
て
総

合
支
所
、
各
支
所
の
機
能
を
ど
う

す
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後 

と
も
適
正
な
職
員
配
置
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
整
備
し
た
全
市
域
に 

及
ぶ
情
報
通
信
網
を
活
用
し
、
本

庁
舎
を
核
と
し
た
発
展
的
な
多 

極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
都
市
を 

形
成
し
、
市
民
に
均
衡
の
と
れ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る 

よ
う
努
め
て
い
く
。

新
誠
会 

兼
重　

元

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

都
市
の
形
成
は
ど
う
か

人
に
対
し
て
平
成
23
年
度
は
１ 

３
４
万
人
ま
で
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
分
析
と
対
策
は
。

バ
ス
利
用
者
減
少
の
要
因

は
マ
イ
カ
ー
の
普
及
、
人

口
減
少
、
郊
外
型
店
舗
へ
の
買
い 

物
客
の
流
出
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。
対
策
と

し
て
、
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に 

事
業
者
と
協
力
し
て
バ
ス
路
線

を
再
編
し
、
コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の
、

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
へ
の
乗
り
入

れ
開
始
や
自
由
ヶ
丘
団
地
入
口

の
バ
ス
停
新
設
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス 

導
入
に
対
す
る
補
助
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
る
。

発
注
し
て
い
く
気
は
あ
る
か
。
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
市
内
業
者
の
参
入

機
会
を
増
や
す
た
め
に
も
一
括 

発
注
で
は
な
く
、
分
離
発
注
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。
さ
ら
に
、

コ
ン
サ
ル
に
設
計
、
施
工
管
理
の

丸
投
げ
状
態
の
工
事
は
問
題
が 

あ
る
と
考
え
て
い
な
い
の
か
。

公
共
工
事
の
地
元
優
先
発 

注
は
大
原
則
。
ま
た
、経
済 

合
理
性
や
公
正
性
等
に
反
し
な 

い
前
提
で
、
可
能
な
限
り
分
離
発

注
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
丸
投

げ
状
態
が
決
し
て
良
い
状
態
で 

あ
る
と
思
っ
て
い
な
い
の
で
、
今

後
し
っ
か
り
と
研
究
し
て
い
く
。

て
い
る
。
②
手
選
別
ラ
イ
ン
の
精 

度
向
上
の
た
め
、
作
業
員
の
増
員

や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
速
度 

調
整
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
③

火
災
以
降
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
中 

断
し
10
カ
月
延
び
る
。
市
内
業
者

を
優
先
し
、
異
業
種
の
業
者
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
や
協
同
組
合
方
式 

を
検
討
し
て
い
る
。
契
約
は
複
数

年
契
約
と
す
る
。

生
活
交
通
の
活
性
化
、

利
用
促
進
に
つ
い
て
問
う

公
共
工
事
は
分
離
発
注
で

地
元
優
先
を

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

検
証
・
改
善
は
で
き
た
の
か

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
保
険
料 

を
軽
減
し
て
は
ど
う
か
。

定
め
ら
れ
た
負
担
割
合
を

超
え
て
他
に
転
化
す
る
こ

と
は
「
助
け
合
い
の
精
神
」
を
否

定
す
る
と
し
た
「
国
の
三
原
則
」

か
ら
も
一
般
財
源
の
投
入
は
適 

切
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

逆
進
性
の
あ
る

介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

市
道
大
江
岳
陽
線
の
道
路

拡
幅
の
進
ち
ょ
く
状
況
は

問答問

問

答

答

問

問

問答

答

昨
年
10
月
の
火
災
発
生
後
、
改
善
復
旧
工

事
が
進
む
中
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
周

南
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

答

１０



　９月５日に地方自治法が一部改正され、これまで
委員会審査に限られていた公聴会の開催や参考人 
の招致が本会議においても可能となりました。
　このたびの会議規則の一部改正により、請願や陳
情の審議における参考人招致が可能となるなど、本
会議における審議がさらに充実し、議決の判断材料
としても大きく寄与します。

　平成 23 年度の決算議案を審議したほか、委員会提
出議案として、議会が実施した行政評価に関する決 
議、会議規則の一部改正を審議しました。

会議規則の一部改正（主な内容）

議案の審議結果
◆平成 23年度一般会計及び特別会計歳入 
　歳出決算の認定（58 項目の意見を付して認定）
◆議会が実施した行政評価に関する決議
◆会議規則の一部改正

第７回臨時会の概要（10月 30 日）

委員会レポート（その２）

　閉会中に平成 23年度一般会計と特別会計の決算 
審査を行いました。また、この決算審査とあわせて、
次の 10 事業について議会が行政評価を行いました。
　委員会でまとめた意見は、次年度の予算編成に反

映させるため、全会一致で委員会提出議案として議
長に提出しました。

予算決算委員会（事業への提言【要旨】）

１１

評価：1 拡充する
評価：2 継続する

【鹿野総合支所管理運営事業費】
　各総合支所及び各支所の役割と機能について全体的な
方針を示すべき。鹿野総合支所は「コアプラザかの」に統合
するのか、適正規模で建て替えるのか、今後の問題点を洗
い出し、早急に地域住民との協議に入るべき。

評価：3

【観光事業費】
　総事業費に対する補助金・交付金は行事間で大きな差が
ある。今後、付加価値を高めていくため、コンベンションシ
ティ構想にどう組み込んでいくかなど、補助基準の明確化
等抜本的に見直す必要がある。

評価：3

【高齢者安心・安全推進事業費】
　友愛訪問活動事業は訪問員へのさらなる支援。老人福祉
電話貸与者通信料助成事業は携帯電話の事業展開を検討。
配食サービス事業は高齢者に配慮しつつ、福祉事業のバラ
ンスを考慮し、該当者条件など位置づけを明確にすべき。

評価：3

【郷土美術資料館管理運営事業費】
　現有施設は公園内にあるという立地を生かし、ミニコン
サート会場や市内の幼保、小・中学校の作品展示会場に活
用したり、展示スペースの民間への貸し出しを拡充するな
ど、施設の転用も検討すべき。

評価：3

【回天記念館管理運営事業費】
　平和教育施設として歴史的にも重要な施設である。市内
外への情報発信及びアンケートによる情報収集を行い、入
館者増に取り組むべき。また、離島振興策や観光行政との
連携を図り、多面的な施策の展開が必要である。

評価：1

【生活交通活性化事業費】
　生活交通手段への取り組みは不可避であるが、各地区の
状況は異なっている。複雑多様化する地域のニーズをしっ
かり調査し、地域の実情に合った新たな交通システムを早
期に検討すべき。

評価：3

【離島高齢者航路運賃助成事業費】
　高い利用率でもあり、離島の高齢者の生きがいづくり、
健康維持のために事業を維持継続すべき。ただし、交付の
基準、方法については拡充も念頭に置いて、見直しを検討
されたい。

評価：1

【地方バス路線維持対策事業費】
　路線バスの利用状況は減少傾向にある。バス事業者、タ
クシー事業者、地域住民との協議をしっかりと行い、利用
実態を踏まえ研究する時期に来ている。路線維持、交通弱
者対策として市全体での連携、取り組みが必要である。

評価：2

【離島航路対策事業費】
　島民の唯一の生活交通手段であり必要な事業である。乗
船者数は島の観光や島おこしとも密接にかかわっている
ため、関係各課との連携により、利用者増に努めるべき。寄
港地や島内移動手段も一考されたい。

評価：2

【消防施設整備事業費】
　主要消防施設の拠点でもある東・西・北消防署の耐震化
は急務であり、消防団機庫の耐震化も統廃合を含め、早急
に検討し実施すべき。市全体の消防施設の適正配置、適正
規模等を考慮して継続すべき。

評価：2

抜本的に見直しをする評価：3
廃止も視野に検討する評価：4

可決（賛成多数）
可決（全会一致）

認定（賛成多数）



全員協議会を開催（9月 28 日）

委員会懇談会（ミニコン）を開催（10月 15 日）

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.city.shunan.lg.jp/section/gikai/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
会
議
録
の
閲
覧
や
議
会
の
活
動
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

委員会懇談会（ミニコン）

■混入票の原因究明の結果報告
　5月 27日に執行され 
た市議会議員一般選挙 
における混入票の原因 
究明について、結果報告 
がありました。
　西村幸昌選挙管理委

員会委員長から、9月 7 日以降 5回の市議選混入票
調査委員会での検証結果の説明がありました。
 また、早急に市議選開票事務改善委員会を立ち上
げて開票事務等の改善策を検討し、10 月末をめどに 
結果をお知らせしたいとの報告がありました。
　議員からは、「原因が特定できていないのではな
いか」といった質疑が相次ぎました。

■近鉄松下百貨店の閉鎖と今後の対応
　9月25日、近鉄松下百 
貨店が来年 2 月末を
もって閉鎖すると発表
したことから、市とし
ての今後の対応策につ
いて報告がありまし

た。報告で市は、緊急に関係部課長会議を開催し、
次のとおり対応するとの説明を行いました。
① 市長・徳山商工会議所で近鉄グループ本社を訪 
問し、店舗の存続等を要望したこと。
② 店舗の閉鎖に伴う緊急対策本部を設置し、商工 
振興課内に総合相談窓口を設置し、各種支援制 
度に関する情報を提供すること。
③市議会へ速やかな報告を行うこと。

お知らせ

　傍聴席入り口の受付簿に住所と氏名を記入して
いただければ、どなたでも傍聴できます。

■ 議会を傍聴しませんか

12月定例会の予定
12月 4日（火）
12月 6日（木）～ 11日（火）
12月 12日（水）
12月 13日（木）～ 14日（金）
12月 21日（金）

本会議
本会議（一般質問）
３常任委員会
予算決算委員会
本会議

※ 本会議・委員会は午前９時 30 分から開催します。
※ 土・日曜日は休会です。
※ 日程の変更はホームページ等でお知らせします。

　今回の発表や 9月 28
日の全員協議会での報
告も踏まえ、市議会で
は、急きょ会派代表者
会議を開催し、市に対
し今後の対応に関する

申し入れを行うことを全会一致で決定しました。
　9月 28 日午後 5 時、米沢痴達議長から木村健一
郎市長に対し、「今後、影響が予測される従業員の
雇用や生活支援をはじめ、さまざまな地域経済の 
課題に対し、あらゆる対応策を市が検討、実施され
るよう強く要望する」との申し入れを行いました。

会から申し入れ
近鉄松下百貨店閉鎖に伴う今後の対応議

　企画総務委員会は新庁舎についての調査・研究 
をテーマに、徳山保健センターにおいて各地域の 
自治会連合会、女性団体連絡協議会・女性団体及び
周南青年会議所の 3 団体とそれぞれ委員会懇談会
（ミニコン）を開催しました。
　懇談会では出席者から、庁舎の建て替えは必要と 

しながらも、「市の業務 
のうち、中枢的な機能
を本庁舎に集約し、市
民生活に密着したサー
ビス部門は総合支所や
支所に機能を分散化す

るべき」、「必要なものに目的を絞ってスリムでコン
パクトな本庁舎にすべき」といった意見がありまし
た。
　一方、新庁舎を建設することで、徳山中心部の 
機能は向上するかもしれないが、周辺地域の行政
サービスの低下を懸念する意見もありました。

　周南市議会独自の制度で、市民の皆さんと 
議会が懇談し、「市民の声」を議会活動に生か
すことを目的としています。平成 17 年から実
施しており、今回で 7回目の開催となります。


